
                                  

                                  

                                

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
（
三
年
生
／
国
・
数
、

英
、
生
徒
・
学
校
質
問
紙
）
及
び
「
み
え
ス
タ
デ
ィ
・
チ
ェ

ッ
ク
」（
一
・
二
年
生
／
国
・
数
・
理
・
生
徒
意
識
調
査
）
の

結
果
（
概
要
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
個

人
の
結
果
を
家
庭
学
習
な
ど
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。 

学
校
と
し
ま
し
て
は
、
全
体
の
正
答
率
や
回
答
状
況
を
分

析
し
、
学
校
と
し
て
の
「
強
み
」「
弱
み
」
の
把
握
に
努
め
、

全
教
員
の
共
通
理
解
の
も
と
授
業
改
善
等
を
通
じ
て
学
習

や
生
活
の
指
導
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。 

（ 

強
み
＝
◎
、
弱
み
＝
△ 

、
取
組
＝
◆ 
） 

【
国
語
】〔
全
国
学
調
〕
正
答
率
は
全
国
平
均
よ
り
高
い
。 

◎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

述
べ
る
の
か
、
条
件
に
従
っ
て
自
分
の
考
え
を
書
く
。 

◎
事
象
や
行
為
、
心
情
を
表
す
語
句
（
落
胆
す
る
）
に
つ
い

て
理
解
し
、
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
。 

△
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
。 

（
問
い
）
お
（
推
）
し
量
っ
て
［
誤
答
例
］
押 

進 

椎 

△
古
典
の
語
句
（
い
と
）
と
同
義
語
を
現
代
文
中
か
ら
選
ぶ
。 

〔
み
え
ス
タ
〕 

◎
文
の
中
で
述
語
に
照
応
す
る
主
語
を
正
し
く
選
ぶ
。 

（
問
い
）
生
徒
に
よ
る 

新
入
生
の 

歓
迎
会
は 

来
週
の 

木
曜
日
だ
。 

◎
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
，
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
文

章
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
、
考
え
を
書
く
。 

△
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
。（
一
年
） 

（
問
い
）
（
暮
）
ら
す 

［
誤
答
例
］
多
く
は
無
回
答 

△
文
中
の
主
語
と
述
語
の
関
係
に
注
意
し
て
文
を
書
く
。（
二
年
） 

（
問
い
）
主
語
と
述
語
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
文
（「
反
省
点

は
、
用
具
の
手
入
れ
を
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。」）
を
選

び
、
文
意
を
変
え
ず
に
傍
線
部
分
を
正
し
く
書
き
直
す
。 

△
話
す
こ
と
に
お
い
て
、
何
を
問
わ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解

す
る
こ
と
。
即
興
で
や
り
取
り
す
る
問
題
。
一
問
一
答
形

式
の
や
り
と
り
を
基
本
に
、
自
分
の
考
え
に
理
由
や
具
体

例
を
付
け
た
し
な
が
ら
話
す
練
習
が
求
め
ら
れ
る
。 

【
理
科
】〔
み
え
ス
タ
〕 

◎
実
験
結
果
を
も
と
に
、
氷
砂
糖
が
水
に
溶
け
て
も
質
量
が
変

化
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
を
判
断
す
る
。（
一
年
） 

◎
ア
ブ
ラ
ナ
の
花
の
つ
く
り
を
正
し
く
表
し
て
い
る
模
式
図

を
正
し
く
選
ぶ
。（
二
年
） 

△
氷
砂
糖
の
溶
け
て
い
る
状
態
を
表
す
模
式
図
を
正
し
く
選
べ
る

が
、
選
ん
だ
根
拠
を
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
。（
一
年
） 

△
一
〇
〇
ｇ
の
水
に
物
質
を
五
〇
ｇ
加
え
た
水
溶
液
の
％
濃
度 

を
少
数
第
一
位
を
四
捨
五
入
し
て
正
し
く
求
め
る
。（
二
年
） 

【
生
徒
・
学
校
質
問
紙
に
よ
る
学
習
・
生
活
・
意
識
の
状
況
】 

◎
全
学
年
、
教
科
を
越
え
無
回
答
率
が
低
く
、
質
問
紙
調
査
に

お
い
て
も
、
粘
り
強
く
考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。 

◎
「
先
生
や
学
校
に
い
る
大
人
に
相
談
で
き
る
」
生
徒
の
割
合

が
高
く
、
よ
い
関
係
性
が
垣
間
見
ら
れ
る
。 

△
「
自
分
に
は
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
の
肯
定
的
回
答
は
少
な

く
な
い
が
、「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
割
合
は
減
っ
て
い
る
。 

△
資
料
や
文
章
・
話
の
組
立
て
な
ど
を
工
夫
し
て
発
言
や
発
表

を
行
う
取
組
に
つ
い
て
生
徒
・
教
師
間
で
の
意
識
の
乖
離（
生

徒
の
捉
え
が
教
師
よ
り
低
い
）
が
あ
る
。 

【
結
果
を
踏
ま
え
て
の
指
導
の
工
夫
・
改
善
】 

◆
誤
答
傾
向
か
ら
躓
き
の
原
因
を
探
り
、
語
句
の
記
憶
支
援
や

間
違
い
の
防
止
に
つ
な
が
る
指
導
法
の
研
鑽
と
と
も
に
小

テ
ス
ト
や
繰
り
返
し
書
く
練
習
等
を
粘
り
強
く
進
め
る
。 

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
を
さ
ら
に
進
め
、
図
表
・
グ
ラ
フ

等
と
語
句
・
文
章
を
関
連
付
け
て
思
考
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
、
考
え
を
適
切
に
表
現
し
説
明
す
る
機
会
を
増
や
す
。 

◆
生
徒
自
ら
が
「
な
ぜ
か
」「
本
当
か
」
と
い
っ
た
問
い
を
持
ち
、

自
ら
が
納
得
で
き
る
答
え
を
追
究
す
る
過
程
を
大
切
に
し

た
授
業
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。 

◆
調
査
問
題
の
共
有
を
進
め
、
教
師
そ
れ
ぞ
れ
が
学 

力
観
を
明
確
に
持
ち
、
教
科
を
越
え
て
の
取
組
と 

な
る
よ
う
、
一
層
研
修
に
励
む
。 

 

題
字
は
、
校
歌
（
玄
関
掲
額
）
よ
り 

令和５年 
９月 12 日（火） 

【
数
学
】〔
全
国
学
調
）〕
正
答
率
は
全
国
平
均
よ
り
高
い
。 

◎
自
然
数
の
意
味
を
理 

解
し
、
正
し
く
選
ぶ
。 

◎
二
直
線
が
平
行
で
あ 

る
こ
と
を
、
三
角
形 

の
合
同
を
基
に
し
て
、 

同
位
角
又
は
錯
角
が 

等
し
い
こ
と
か
ら
証 

明
す
る
。 

△
整
数
ｎ
に
か
け
る 

数
が
２
、
た
す
数 

が
６
な
ら
ば
、
計 

算
結
果
は
３
の
倍 

数
に
な
る
こ
と
の 

説
明
を
完
成
す
る
。 

〔
み
え
ス
タ
〕 

◎
円
柱
の
体
積
の
求
め 

方
を
正
し
く
選
ぶ
。（
一
年
） 

◎
一
元
一
次
方
程
式
の
解
法
を 

を
正
し
く
選
ぶ
。
（
二
年
） 

△
除
数
が
１
よ
り
小
さ
い 

と
き
、
商
が
被
除
数
よ 

り
大
き
な
数
と
な
る
こ 

と
を
問
う
問
題
。（
一
年
） 

△
直
線
が
平
面
に
垂
直
で 

あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ 

る
方
法
を
理
解
し
て
い 

る
か
を
問
う
問
題
。（
二
年
） 

【
英
語
】〔
全
国
学
調
〕
正
答
率
は
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
。 

◎
図
書
館
に
つ
い
て
書
か
れ
た
英
文
を
正
確
に
読
み
取
り
、

文
中
の
空
所
に
入
る
適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
。 

◎
あ
る
状
況
を
描
写
す
る
英
語
を
聞
き
、
そ
の
内
容
を
最
も

適
切
に
表
し
て
い
る
絵
を
選
択
す
る
。 

△
与
え
ら
れ
た
英
語
を
適
切
な
形
に
変
え
た
り
、
不
足
し
て

い
る
語
を
補
っ
た
り
し
て
、
会
話
が
成
り
立
つ
よ
う
に
英

文
を
完
成
さ
せ
る
。 

 

四
日
市
市
立
西
陵
中
学
校 

校
長
室
だ
よ
り 

 

👆学校 HP http://www.yokkaichi.ed.jp/~seiryo/cms2/htdocs/ 

学
力
調
査
の
結
果
（
続
報
） 

【正答例①】＜n×2＋(n＋6）を３(ｎ＋２)と計算している場合＞ 

(a)ｎ＋２は整数だから、(b)３（ｎ＋２）は３の倍数である。  

正答の条件；下線部(a),(b)を記述すること 
 

【正答例②】＜n×2＋(n＋6）を３ｎ＋６と計算している場合＞ 

(C)３ｎ、６が３の倍数で、３の倍数の和は３の倍数だから、 

(ｄ)３ｎ＋６は３の倍数である。 

正答の条件；下線部(c),（d）について記述すること 

 
※目的に応じて式を変形し、意味を読み取って、事柄が成り立つ理由

を説明する力に課題が見られる（正答約五割）。問題をパターン化し

て解くだけでなく、理論的に考え、説明する課程を大切にしたい。 

（問い）上の見取図から、辺 AE が面 EFGH に垂直であるかど

うかを調べます。このことはどのように調べればよいです

か。下のア～エの中から、正しいものを１つ選びなさい。 
 

ア 辺 AE が辺 EF に垂直か調べればよい。 

イ 辺 AE が辺 EF、辺 EH にそれぞれ垂直か調べればよい。 

ウ 辺 AE が辺 EF、辺 AB にそれぞれ垂直か調べればよい。 

エ 辺 AE が辺 EF に、辺 EH が辺 EF に垂直か調べればよい。 
 

※正答イが選択できたのは約３割。見取図から直線と平面の

位置関係を判断する空間認識への課題が考えられる。 

A 

B 
C 

D 

E 

F 
G 

H 

http://www.yokkaichi.ed.jp/~seiryo/cms2/htdocs/

